４　産　　　業

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　漁業一般

　　　　　　　　　帆立貝漁

　　　　　　　　　葉藍　他

　天明二年宇谷村大網許可願
　宇谷村ではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いわし),鰯)地引の小網一つ所持していたが、大網にしたいので許可下さるようEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あじや),網師屋)多左衛門が

　代表して願出たもの。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おくがき),奥書)に承知の旨。


　　　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
一私儀御田地肥鰯地引小網壱つ、所持仕居申候得共、小網ニて年々不漁仕、御田地肥行届不申難儀仕候。何卒御慈悲以、大網被為「仰付」候様、村中同心之上ニて奉願候。乍恐願之通被為仰付被為下候は、御田地肥行渡、心能耕作仕難有仕合奉存候。以上。
　　　　　　　　　　　　天明二年寅十月日

河村郡宇谷村網師屋　　　　　

多左衛門　　　　

五人組　彦右衛門　印

年寄　七郎右衛門　印

庄屋　儀四郎　印

戸崎太郎兵衛　殿

　右之通奉願候間、宜敷為仰付可被為下候。以上。

　　　　　　　　　　十月日　戸崎太郎兵衛

　　　　　上原浅右衛門　様

　　　　　　　　　　十一月四日

　右之通、長役申談承届遣ス。

『鳥取県史』　　　諸事控
　慶応三年　干鰯津出し御免願

（泊、園、宇谷村業者より、干鰯をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さば),捌)き兼ねているので、輸出を許可していただきたいと中庄屋尾崎　

　恵助へ願い出たもの。）

　　　　　　　　　　乍恐奉願上候覚
一近来鰯漁余程御座候て干鰯仕候処、近村ニては売事付兼難渋仕候ニ付。別紙之通津出御免被仰付被為下候　

　様奉願上度奉存候。何卒格別之御慈悲を以、願之通出津御聞届被仰付可被為下候。此段偏ニ奉願上候。以上。　
　　　　　　　　　　慶応三年卯三月日

河村郡泊村　　網師屋清十郎　　

園村　　網師屋多次郎　　

宇谷村　網師屋弥四郎　印

宇谷村　庄屋亀三郎　印

園村　　庄屋喜十郎　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泊村　　庄屋市三郎　印
　　　　尾崎恵助　殿

　　　覚

一干鰯　三百五拾俵　　　泊村清十郎分　
一同　　三百俵　　　　　園村多次郎分

一同　　千弐百俵　　　　宇谷村弥四郎分

　〆

　右之通出津御免被　仰付被為下候様奉願上候以上

　　　　　卯三月日

『泊村郷土誌』
　明治元年、石脇、小浜両村の鰯網御改めにつき報告
　鰯網にかかる税金（運上銀）について問合わせ（御改め）があり、庄屋は享保七年以来、両村とも
　弐拾六匆ずつであることを報告している。
　　明治元年　

　　河村郡石脇小浜両村鰯網御改帳

　　辰、十月日

　　　　　石脇村

　享保六丑ノ御免御運上銀拾三匆

　一　地引網　壱側　　　　　　助左衛門　印

　〃七寅御免御運上銀　右同断
　一　同　　　　　　　　　　　武右衛門　印

　　〆　弐側
　　御運上銀　弐拾六匆

　　　　　小浜村

享保七寅ノ御免御運上銀拾三匆

一　地引網　壱側　　　　　　喜三右衛門　印

右　同断

一　同　　　　　　　　　　　源左衛門　　印

　〆　弐側

御運上銀　弐拾六匆

御運上銀合五拾弐匆

　右之通常々吟味仕紛ケ敷儀無御座、若シ少しも間違え儀御座候ハ、銘々共EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おちど),越度)可被仰付候。以上。
　　　　　　　　　辰ノ十月日

石脇村　　庄屋　　八　蔵　印

小浜村　　庄屋　　源三郎　印

　　　　尾崎恵助　殿

右之通御運上銀取足上納可仕候。以上。

　　　　　　　　　辰十月

尾崎恵助　印

　前書之通御運上銀取足上納可仕候。以上。

　　　　　　　　　辰十月

尾崎清右衛門　印

　　　　中村清次郎　様　　

（『石脇田中家蔵』）

　明治四年宇谷村二名より小漁船買取許可願
（小漁船の買船について許可を得るべく、願い出た資料二通。）

　　　　　　　　　乍恐奉願上覚
一小漁船壱艘拾弐石積　宇谷村　倉常為三郎

　右之通所持之小漁船壱艘此度泊宿浜口定七郎と申者より御焼印御直押其儘買船仕度段奉願上候。
　何率御聞届被仰付被為下候様宜敷奉願上候。以上。

　　　　　　　　　　明治四年末十一月

河村郡宇谷村　　　　　

庄屋　山本又八　印

尾崎文五郎　殿

　　前書之通奉願候宜敷被仰付可被為下候。以上。

十一月　　　　尾崎文五郎　印

馬場少属　御中

（『谷田収集文書』）

　乍恐奉願上覚
　一小漁船壱艘　拾弐石積

宇谷村　山田伊平
右之通所持之小漁船壱艘此度但州二方郡浜坂浦直七と申者より買船仕度段奉願上候何率御聞届ケ被仰付被為下候様宜奉願上候。以上。
　　　　　　　　　明治四年未十一月　日

河村郡宇谷村　　　　　　　

庄屋　山本又八　印　　

尾崎文五郎　殿

前書之通奉願候宜敷被仰付可被為下候。以上。

未十一月　　　　尾崎文五郎　印　　

　　　馬場少属　御中

（『谷田収集文書』）　　

　嘉永六年小浜村他帆立貝漁願並に許可の旨達し書

（小浜村から出された帆立貝漁願は他の三ヶ村からも願出たようで、御船奉行とも相談して承知の旨。）

　　　　　　　　　　乍恐奉願書上之覚
一当村之儀、御高九拾石余之村方ニ御座候処、殊の外悪田多、難儀之村方に御座候。去秋共ハ谷狭之所ニ候

　て風損仕、鰯漁等も無御座候ニ付、村中一統難儀仕候。然ル処当海辺えほたてがい出来仕候ニ付、農業之透間ニ肥之為、有来り之鰯船二艘ニて猟業仕度、村中一統奉願候。何卒御慈悲之上御聞届被仰付候様奉願候。此段宜敷被仰為下候。以上。
　　　　　　　　　　嘉永六年丑ノ二月日

河村郡小浜村　　　　　　

年行司　作兵衛　　

年寄　　徳右衛門　印

庄屋　　源左衛門　印

　　　　泊御役所　竹中鵜左衛門　様

（『泊村郷土誌』）　

　嘉永六年三月廿日

一河村郡左之四ヶ村より、当年帆立貝夥敷涌立ニ付、農業之透為肥左之漁船ニて、右貝漁致度段、願書差出候ニ付、御船奉行え右願書相廻し申談し候処、先例も有之ニ付、漁事為致候段返書申越し候ニ付承届、其段御群え申遣し候事。
　　一漁船弐艘　小浜村

　　一同　五艘　石脇村

　　一同　七艘　宇谷村

　　一同　三艘　宇野村
（『鳥取県史』諸事控）　

　明治三年宇谷村伊平貝漁御免願

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　乍恐奉願書上之覚
一当村之儀は御高弐百石余竃八拾軒御座候処少御高ニて百姓一編ニては渡世難相成素より他所へ出作難相成場所柄に御座候処昨年の大凶作一統必至ニ難渋仕大数之御救助米被仰付漸く露命取調居申儀ニ御座候処当難沖合間近く東西共ニ伊平貝夥敷わき立候付当村之儀は前々より右伊平貝取蒙御免居候儀ニ付左之人別之者農業之透ニ来春早々より取懸り申度奉願候
源三郎　　印　　

亀三郎　　印　　

七二郎　　印　　

忠三郎　　　　　

久米三郎　印　　

栄三郎　　印　　

平五郎　　印　　

甚三郎　　印　　

〆八艘　　　　

（『泊村郷土誌』）　　

　

　　明治四年三月宇谷村帆立貝乗組人別書上帳（抜すい）
　此度　買入船　九艘

　此度　新造船　五艘

　　内　四人乗　　十一艘

　　　　五人乗　　　一艘

　　　　新造不成就　一艘
　　　　買入未だし　一艘

拝借銀　弐貫目　十二艘

（『泊村郷土誌』）

　明治四年会見郡西福原村より宇谷村乗船帆立貝漁稼許可願
（会見郡西福原村林三郎が、宇谷沖で帆立貝漁のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かせ),稼)ぎ願出たもの）

　　　　　　　　　乍恐御届申上候覚
一私都合七人家内ニて田畑壱町斗請作仕農業而巳ニて渡世相営居申上候。然る処此度御国内八橋郡河村郡
　沖合ニて伊平貝大ニ涌候趣ニ付、農業之透間為稼右河村郡宇谷村え乗船出漁仕度奉存候間願出候ニ付、何卒右願之通出漁為致候様御聞届被仰付可被為下候様奉願上候。乍恐此段御届申上候。以上。

　　　　　　　　　明治四年未三月　日

会見郡西福原村　　　　　

願人　林三郎　印　　

小頭　重　吉　印　　

組頭　喜久蔵　印　　

庄屋　文市郎　印　　

山根作平　殿

（『泊村郷土誌』）　
　

　明治四年泊宿EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うけもち),請持)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ね),根)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とり),取)より帆立貝干身買取りにつき、御銀御内貸願

（泊村における帆立貝の干身を買取るため、銀子の内貸しを依願したもの。当時宇野村庄屋尾崎源六
　が根取方を兼ねていた。）

　　　　　　

　　　　　　　　　乍恐奉願上候覚
　一御銀　四百貫目

　右は当宿え近頃仕立居候帆立貝干身凡弐万斤位御座候処、未タ中干ニ付私請取居不申候得共、慥ニ見込

　御座候ニ付御内貸として御渡

　　被為遣候得は難有奉存候此段宜敷被仰上可被為下候以上

　　　　　　　　　　明治四年未ノ三月

泊宿当時請持　　　　　　　　　　

宇野村庄屋根取兼　尾崎源六　印　

尾崎文五郎　殿

（『谷田収集文書』）　

　帆立貝干身引宛銀子借用願

　帆立貝の干身を抵当に銀子の内貸しを願い出たもの、一通は宇谷村問屋及び庄屋より、二通は泊宿
　根取方（尾嶋）より大庄屋宇野村尾崎文五郎宛。

　　　　　　　　　　乍恐奉願上書上覚
一当村帆立買干身左之通出来左之通御拝借被仰付度

一干身千百五拾斤

　　　但し壱斤ニ付弐拾目宛

　　　此処御銀弐拾三貫目

　　右之通干身引宛御銀急々御渡し被仰付候様干身方之者共猟師手前之銀払差支居申儀ニ候間、何卒此処ニて御拝借奉願上候。此段宜敷被仰上可被為下候。以上。

　　　　　　　　　　　明治四年未三月十四日

河村郡宇谷村　　　　　

問屋　源三郎　　印　

庄屋　又　八　　印　

尾崎文五郎　殿

一御銀五百〆目

　右ハ当宿え近頃仕立居候帆立貝干身凡弐万斤位御座候所、未タ中干ニて請取居不申候ヘ共、慥ニ見込御座候ニ付、御内貸として御渡し被為遣候ヘハ難有奉存候。此段宜敷被仰上可被為遣候、以上。

　　　　　　　　　　明治四年未三月

河村郡泊宿　　　　　　　　　

根取方　冨三郎　　印　　

尾崎文五郎　殿

（『泊村郷土誌』）　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　乍恐奉願上覚
一御銀札八百貫目

　右は当宿え近頃仕立居候帆立貝干身四万斤位御座候処、未タ中干ニて請取居不申得ヘ共、慥ニ見込御座候ニ付、御内貸ニ御渡被為遣候ヘハ難有奉存候。此段宜敷被仰上可被為下候。以上。

　　　　　　　　　　明治四年未五月

河村郡泊宿　　　　　　　

根取方　冨三郎　　印

尾崎文五郎　殿

（『泊村郷土誌』）　

　帆立貝生身売渡し一件につき、お届書

（売渡しについて問題があり、宇谷村庄屋が取調べたが、依然不明のままであることを大庄屋へ届け
　　たもの）

　　　　　　　　　　乍恐御届書之覚
一久米郡円谷村金三郎并ニ生所倉吉町当時円谷村ヘ居申惣平ト申者右両人御吟味相成候処、去ル八日帆立貝生身代銭壱文八分宛ニて橋津村人別より売渡し名前不相分橋津村宇谷村商人三人之者より生身七千四百買取候旨申上候ニ付取調届出ニ〆奉差上候様被仰付奉畏、早速心当之商人共夫々呼出し取調仕候処、当村彦蔵ト申者去ル十日生身三千八百四十代銭弐匆三歩五ニて円谷村金三郎ト申者へ橋津村ニて売払候旨申上候。其外厳重取調仕候ヘ共一向相分不申、此段御届ケ申上候。乍恐被上可被為下候。以上。

　　　　　　　　　　明治四年末三月

宇谷村　　　　　　　　　

庄屋　又　八　　印　

尾崎文五郎　殿

（『泊村郷土誌』）　

　安政三年泊村彦三郎、多左衛門葉藍津出し願及び泊村和三郎へ許可の旨達し書。

安政三年八月廿一日

一河村郡泊村彦三郎と申者、葉藍津出し致し度段、左之願書差出し候付、先達て御船奉行え懸合置候処、向方えも同様願差出し候付、承届候旨返書差越候ニ付、此方も同様承届、其段御郡え申遣ス。

　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
一私儀、毎年作藍買求メ、近辺紺屋共え世話致し来り候処、当年は壱番藍紺屋共皆々買調ヘ居申、未夕壱番藍多分売残り居申程之儀、弐番藍抔は少しも相手無御座趣ニ御座候。然ル処百姓之手前買附候て、間ニは弐番藍引当とシテ、内貸当も仕居申。無拠買遣し不申ては、百姓衆不都合之趣ニ付、近辺売口無御座候も承知之義候得共、無是非都合六百三拾貫目買集申候所難渋仕候。依之何卒御慈悲を以出津之義、御免被仰付被為下候得は、積廻し仕度奉存候。此段宜敷被仰上、願之通御聞届被為下候様奉願候。以上。

　　　　　　　　　　安政三年辰八月日

河村郡泊村　　　　　　　　

願主　彦三郎　　印　　

年寄　孫三郎　　印　　

庄屋　孫兵衛　　印　　

戸崎文之右衛門　殿

（奥書有り）

（『鳥取県史』諸事控）　　

安政三年八月廿四日

乍恐奉願口上之覚
一私儀、此度近辺之葉藍買集、近間紺屋え売払懸候処、右紺屋余程買込ニ付不用之由断居申候処、都合八百貫目御座候て致し方無御座大ニ難渋仕候処、此度但州浜坂浦え引合宜越ニ付、積廻し御免被仰付候ハ、難有仕合奉存候。乍恐宜御聞届被仰付被為下候之様、此段偏ニ奉願上候。以上。

　　　　　　　　　　安政三年辰八月日

河村郡泊村　　　　　　　　

荷主　多左衛門　印　　

年寄　孫三郎　　印　

庄屋　孫兵衛　　印　

戸崎文之右衛門　殿

（奥書有り）

（『鳥取県史』諸事控）　　

　安政三年九月廿日

一河村郡泊村和三郎と申者、二番葉藍五百貫目買集居申候処、近辺紺屋共義も入用ニ無之売捌付不申ニ付、但州辺引合宜趣ニ付積廻し度段願書差出し、然ル処鳥取町方えも入用ニ無之趣、先達て町奉行より申越し居申ニ付、此の度は懸合不申、直ニ御舟奉行え懸合仕申候処向方えも同様願書差出し候付、其段申達し、御聞届相済候旨申越し候付承届候段、御郡え申遣ス。

（『鳥取県史』諸事控）　　

　文久二年三年泊村利助他藍但州表積廻し願いにつき達し書

文久二年十月十一日

一左之者共儀、遣イ残り売残り当之藍、左之通但州表え積廻し度段願書差出し候ニ付、差支之有無町御奉行え懸合置候処、此砌差支筋無之趣及返答候ニ付、津出し之義宜取計呉候様、御船奉行羽原周輔え懸合置候、向方ニて申達し御聞届相済候旨及返答候ニ付、承届、其段御郡え申遣ス。

一古藍六百貫目　岩井郡浜大谷村　　　　　

　　　　　　　　六郎右衛門　印　　　　　

一弐番葉藍千貫目　河村郡泊村　　　　　　

　　　　　　　　　利　助　　印　　　　　

（『鳥取県史』諸事控）　

　文久三年九月廿三日

一河村郡泊村利助と申者、葉藍左之通但州浜坂辺え積廻し売捌申度段、願書差出候ニ付、右願書を以、御船奉行羽原周輔え差支之有無懸合置候処、向方えも同様相願、其段申達し御聞届相済候旨返答申越し候ニ付、承り届、其段并ニ津出し之節は構之御山奉行え申届、厳重改メを請求候様、御郡え申遣し、且又、御山奉行えは、右利助より津出しえ儀申出候ハ、問屋立会之上斤目俵数等厳重相改、其段申達し候様申遣ス。

　一五百貫目

（『鳥取県史』諸事控）　　　

　文久四年泊村彦三郎葉藍但州へ津出し御免願につき達し書

　泊村荷主彦三郎が村々で買集めた葉藍を但州へ津出しすることを願い出許可されたが、御船手より
　　は厳重荷改めをするよう申遣わした旨。

　　　文久四年五月廿一日

一左之趣御船手より申達し候旨ニて、御調下り候ニ付、左之通付紙致し、御答申達し置候処、左之御書付下り候付、其段并津出し之節は、構之御山奉行え申届、厳重改を受候様御郡え申遣し、且又、構御山奉行えは津出し之儀申届候ハ、問屋立合斤目俵数等、厳重相改其段申達し候様申遣ス。

　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
一私儀、去亥弐番葉藍兼々近辺之紺屋之世話仕来居申候ニ付、村々より買集所持仕候処、右紺屋えは余程買込ニて、右引当之分不用之由断居申候処、致方無御座大ニ難渋仕候。然ル処、但州え引合宜敷趣御座候付、惣高千五百貫泙次第、積出御免被仰付候ハ、難有仕合奉存候。乍恐宜敷御聞届被仰付被為下候様、偏ニ奉願上候。以上。

　　　　　　　　　　元治元年子五月

河村郡泊村　　　　　　　　

荷主　彦三郎　　印　　

組頭　善　助　　印　　

庄屋　朝次郎　　印　　

結城安太夫　様

（御船手付紙）

　河村郡泊り浦彦三郎と申者、葉藍津出し御免之儀、別紙之通相願候旨、泊り御番所詰申達し候付、願之通御聞届被下候様申上候。以上。

　（蠟座付紙）

　申達之趣、蠟座何も差支之儀無御座に付、在方御調之上、御聞届被成候様申上候。

　河村郡泊浦彦三郎と申者、葉藍津出之儀相願候旨、其通承届候事。

（『鳥取県史』諸事控）　　

　文久三年、橋津浦当三兵衛塩座直仕入の儀につき願書

（塩値段が高くなったので、橋津浦の与三兵衛に塩座直仕入れとなし、塩の値段安定をはかろうと願い
　出た願書である。）

　　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
一当御郡は橋津浦ニ塩積帰り、諸方え売捌候処、近来同村え直仕入之者少く、余程夏仕入不致ては引足不申処去秋何程も仕入不仕趣ニて、去冬共ハ壱俵六七匆ニも相成、内実等自然不宜、下々難渋仕候。然ル処、同村与三兵衛塩座直仕入心懸ケ談し致し候ニ付、買元直段引合候処、弐匆三四分位ニて積帰候趣、左候得は売直段締相立、素り見込を以、多分仕入帰り候ニ付、何日ニても間ニ合、下々差支無御座、則同人より別紙議定書差出し候ニ付、村々評議仕候処、尤之儀、就ては外仕入売直段等も不時之直上ケニ不相成、自然為筋宜敷儀に付、右与三兵衛え塩座直仕入御免被仰付候様、一統奉願上候。此段宜被仰上可被為下候。以上。

　　　　　　　　　　文久三年亥正月日

河村郡　　　　　　　　　　　

宇野村庄屋　覚　蔵　　印　　

宇谷村庄屋　又　八　　印　　

園　村庄屋　喜重郎　　印　　

尾崎恵助　殿

（『鳥取県史』諸事控）　
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